テレビ特集
嗚沙山月牙泉
　敦煌は、古代シルクロ一ドの中心部に位置した歴史文化の都市です。敦煌の市街地から南へ5キロのところに“音”を出すふしぎな砂漠があります。それが嗚砂山月牙泉風景区です。古くは“神沙山”と呼ばれました。砂山は5色の砂が堆積してできており、その尾根はナイフで削り取られたようです。自然に音を立てるだけでなく、人の動きによって音を出すこともできます。また、人々が砂山に登り、尾根を平らにした後であっても、砂粒は風の力で山頂に戻り、もとの姿に返るのです。嗚砂山の間に静かに横たわっているのが、月牙泉です。その形が三日月に似ていることから、名付けられました。泉の底まで清らかな水は、砂丘に取り囲まれていても鏡のように澄んでいます。美しい伝説は、この果てしない沙漠とひとたまりの泉に、いっそうの神秘性を加えました。それは莫高窟、漢の長城などの史跡とともに、独特で魅力的な風景をつくりだし、人々を引きつけているのです。
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